
リクルートサービスを活用した指導実践例

　

城
南
静
岡
高
校
は
商
業
系
の
専
門
高

校
。商
業
系
の
資
格
取
得
に
力
を
入
れ
る
と

同
時
に
、積
極
的
に
学
外
に
出
て
社
会
性
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
。

生
徒
が
運
営
す
る「
ま
な
び
や
」と
い
う
ネ
ッ

ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
は
、そ
の
実
践
例
。地

元
企
業
の
参
加
を
募
り
、年
間
２
５
０
０
万

円
以
上
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　

進
路
関
連
行
事
と
し
て
は
、全
学
年
共
通

で
、年
2
回
実
施
さ
れ
る「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

が
学
校
を
あ
げ
た一
大
イ
ベ
ン
ト
。
大
学
、専

門
学
校
、企
業
な
ど
、計
１
０
０
団
体
近
く

が
集
ま
り
、生
徒
は
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
担

当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

夢
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
伝
え
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
本

　

昨
年
度
、１
学
年
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
テ
ー

マ
と
し
て「
職
業
観・
人
生
観
の
育
成
」（
詳
細

は
左
図
）を
掲
げ
た
。
夏
休
み
に
は
、自
分
ら

し
い
生
き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
た
め
に

「
職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」を
実
施
。『
じ
ぶ
ん

未
来
B
O
O
K
』は
、こ
れ
に
向
け
た
事
前
学

習
用
の
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
。

 

「
夢
を
も
ち
に
く
い
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

人
を
勇
気
づ
け
る
の
は
や
は
り
夢
で
す
。
夢

を
抱
く
子
ど
も
た
ち
か
ら
、私
た
ち
大
人
も

元
気
を
も
ら
い
た
い
で
す
か
ら
」と
語
る
進

路
指
導
課
長
の
三
輪
恵
子
先
生
。
そ
の
思
い

に『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の
内
容
は
ぴ
っ

た
り
合
っ
て
い
た
。「
文
章
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、写
真
も
い
い
で
す
ね
。
ど
の
写
真
か
ら
も

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
や
、仕

事
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
」と
評
価
す
る
。

　

例
年
は
各
ク
ラ
ス
の
担
任
が
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
に
目
を
向
け
る
よ
う
、呼
び
か
け
て
本

を
渡
す
と
い
う
流
れ
が
多
か
っ
た
。し
か
し
昨

年
度
は
本
を
よ
り
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

本
の
登
場
人
物
が
仕
事
の
や
り
が
い
や
高
校

時
代
を
語
る
D
V
D
を
見
た
後
、付
属
教
材

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

使
う
こ
と
で
温
度
差
を
解
消

　

昨
年
1
学
年
担
任
だ
っ
た
榎
本
あ
か
り
先

生
の
ク
ラ
ス
で
は「
未
来
に
近
づ
く
方
法
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
」と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
使
用
し
た
。「
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
記

事
を
読
み
、印
象
に
残
っ
た
部
分
を
抜
き
書

き
す
る
作
業
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
イ
ン
タ
ビ

ュー
で
聞
き
た
い
内
容
を
考
え
る
際
の
ヒ
ン
ト

生徒数／718人
（男子399人・女子319人）
ICT科20学級
進路状況（2012年度）／
大学・短大進学44.3％、
専各進学28.3％、
就職24.1％、その他3.3％
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に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」と
榎
本
先
生
。

　

夏
休
み
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、仕
事
の
夢

や
や
り
が
い
を
聞
い
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。「
こ

れ
は『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
読
む
こ
と

で
、仕
事
が
単
な
る
お
金
儲
け
の
手
段
で
は

な
く
、夢
や
や
り
が
い
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、困

難
や
努
力
を
経
て
喜
び
が
あ
る
も
の
だ
と
気

づ
け
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。『
じ
ぶ
ん
未
来

B
O
O
K
』を
ヒ
ン
ト
に
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

身
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、と
感
じ
て

い
ま
す
」と
榎
本
先
生
は
言
う
。

　

ま
た
、D
V
D
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
う
こ

と
で
、担
任
に
よ
る
活
用
度
合
い
の
温
度
差

を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
た
そ
う
だ
。

振
り
返
り
や
効
果
検
証
を
行
い

改
善
を
図
る
予
定

　

1
学
年
は
、ほ
か
に
も
10
月
に
職
業
人
を

招
い
て
話
を
聞
く
職
業
人
講
話
な
ど
を
通

し
て
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
。こ
れ
を
も
と
に

2
学
年
の
学
部
・
学
科
選
択
、3
学
年
の
進

路
先
選
択
へ
と
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

 

「
本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ま
だ
試
行
錯
誤

の
段
階
で
す
。効
果
な
ど
を
検
証
し
、ニ
ー
ズ

に
即
し
て
、改
善
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」と
三
輪
先
生
は
語
っ
た
。

進路指導課課長
三輪恵子先生（左）
2学年担任・進路指導担当
榎本あかり先生（右）
「身近にいる大人の一人として、
子どもたちを支援したいです」（三
輪先生）。「指導の際はついレー
ルを敷いてしまいがちですが、自
分で考え自分で決められる人を育
てるために、さまざまな経験をさせ
てあげたいです」（榎本先生）。

■ 2012年度「総合的な学習の時間」の主な内容

昨年度の1年D組の終業式の日、生徒が黒板いっ
ぱいに感謝の言葉を寄せ書きしてくれた。思いがけ
ないサプライズに先生も感動。生徒に思いが届いた
ことを実感できた。

私立新潟明訓高校、埼玉大学教育学部学校教育
教員養成課程教科教育コース国語専修卒。新潟
の私立高校で1年、公立中学校で2年の勤務を経
て東京都教員採用試験に合格。2009年度より現
任校へ。モットーは「創意工夫」。植物好きで、教室
に生徒と同じ数の鉢植えをそろえ手入れしている。

同校では「総合的な学習の時間」を「Jタイム」と名づけ、進路指導課が各
学年の年間計画を設定している。昨年度、１学年は「職業観・人生観の
育成」、２学年は「学問・大学・職業研究」、３学年は「進路決定」と各学年
のテーマを設定。これによって「遠い未来から近い将来へと、徐々に目標
を近づけて考える」という流れのあるキャリア教育の実践を目指した。

総合的な学習の時間「Ｊタイム」で使った資料やワークシートはすべて1冊
にファイリングし、いつでも見返せるようになっている。1学年で取り組んだ
心理・適性検査や『じぶん未来ＢＯＯK』のワークシート、職業人インタビュ
ー、小論文、進路講話の資料などは、2学年以降も活用する予定だ。

■ ポートフォリオ

4月 高校での目標設定
研修合宿

5月 日商簿記講習

6月

検定強化授業
心理・適性検査
進路ガイダンス事前学習
進路の手引き発行

７月
進路ガイダンス（学校主催）
じぶん未来ブック
マナー講習

8月 職業人インタビュー
1日ナース体験（希望者）

東京都立淵江高校
和田宣子先生（28歳）

じぶん未来BOOK
10月 職業人講話

11月
日商簿記講習
検定強化授業
進路ガイダンス（業者主催）

12月 コース＆進路説明会
小論文講習

1月 コース＆進路希望調査

２月 進路体験講話（3年生から）
進路講話（進路指導部）

３月 キャンパス見学

授業の予習・復習の方法がわからないという生徒が意外に多い。
このため、予習と復習にかける時間の目安、ノートの作り方などを
具体的に指示する。1学年の4月に、この習慣をつけさせると、そ
の後自然とできるようになる。（神奈川県）

教室を自習しやすい環境に整える。例えば問題集や辞書類をそろ
え、問題を教室に掲示。これにより、教室に残って勉強する生徒が
増えた。個人的には「家庭学習」は不要だと思う。勉強は学校でや
り、家庭では家庭でしかできないことをしてほしい。（東京都）

適度な宿題を出す。ありふれているが、授業の最後に「もう少し学
びたい」と感じさせ、それと関連づけた宿題にすれば効果は大き
い。授業の質は自主的な学習意欲に大きく影響する。（茨城県）

宿題プリントを出し、採点、添削してファイルに閉じる。成果物が
手元に蓄積されるため、やりがいを感じる生徒もいた。（兵庫県）

テストで成績優秀だったり、前回と比べて成績が伸びた生徒に勉
強のコツなどを話してもらい、クラス全員でシェアする。（静岡県）

　和田先生がクラス全体に何かを言うとき
は、その場の思いつきでの発言や単純な注
意・叱責はしない。「生徒の貴重な時間をも
らって話すのだから、効果的に伝わるよう、
事前にシナリオを考えます」。
　昨年担任したクラスでは、「1年D組のD
はダイアモンドのD」と決めた。素直で明る
いが、努力が苦手な生徒が多い。もっと彼
らに輝いてほしいという思いを込めた。「君
たちはダイアモンドじゃなかったのか」「磨け
ば輝くはずだ」など、1年を通してそれにちな
んだ声かけを続けた。

クラス全員にこまめに声かけ
最後は励ましの手紙を贈る

　一人ひとりへの目配りもきめ細かい。「必
要以上にベタベタしませんが、見ているよ、
という信号は常に発信しています。変化や
努力が見られれば、必ず声をかけます。生
徒は『なんでそんなことまで知ってるの？』と
驚いたりしますね」。
　3学期の期末テストの1週間前、生徒は
イマイチやる気がない。焦った先生は一晩

寝ないで考えた。「手紙しかない！」。
　次の日、授業の合間にクラス35人全員
に手紙を書き続けた。「○○さん、私はあな
たの○○を尊敬している。あのときのあの
行動がクラスのみんなを勇気づけた。最後
のテストを頑張れ」。クラスは俄然活気づ
き、翌日にはテストに向けて頑張る雰囲気
が生まれた。日々生徒一人ひとりを観察し
続けてきたからこそできた、効果的な伝え
方。和田先生の真骨頂だった。

自分の考えを文章にする力を
国語の授業で育てたい

　国語の授業でも常に新しいことに挑戦し
ている。「自分で考え自分の意見を言った
授業は強く記憶に残るもの。なるべく多くの
生徒が発言できるような授業をしていま
す」。今年度、力を入れたいのは文章力アッ
プ。社会に出て必要になる「自分を表現す
る力」や「考えや意見を文章にする力」を身
につけさせたいと考えている。そのために自
作のオリジナルテキストを使って授業を行っ
ている。

現状に満足せず、常にもっといい指導、生徒に届く言葉を探している和田宣子先生。
先生の繰り出すさまざまなアイデアが生徒の心を動かしています。

和田先生はマメに声をかけてくれます。部活のことで悩んでいるときも「あ
なたならできるよ」と励ましてくれました。最後にもらった手紙はうれしかっ
たですね。私の夢は幼稚園の先生。和田先生のように一人ひとりをきち
んと理解し励ませる先生になりたいです（2学年・森菜奈恵さんより）

成績不振者は勉強部屋にこもって勉強しているが、実は集中して勉
強する時間がとても短いケースが多いことが判明。そこで食卓など、
保護者の目の届く場所で1日30分でも勉強するようにしてもらったと
ころ、確実に定期テストの点数があがった。（北海道）

定期テスト前は学習計画表を作成させ、担任がコメントを書いて返
却。テスト終了後は点数を記入する。生徒のモチベーションが上が
り、家庭学習時間がおおむね増えた。（埼玉県）

テーマ：自学自習の意欲を高める工夫

WEBサイトには紙面に載りきらなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫
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